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　現代の英米契約法は、18 世紀末から 19 世紀中頃にかけて、大陸法、
とりわけフランスのポティエの影響を受け、契約の拘束力の根拠を当


















　本稿は、平成 24 年 1 月 1 日以降平成 28 年 1 月 18 日までに公開
された児童虐待事例の中から刑事訴追の対象となり裁判所の判断が
なされた 130 事例を行為態様類型別に身体的虐待 55 事例、ネグレ
クト 16 事例、児童期性的虐待 59 事例を考察の対象とし分析した 6
回に分けた論稿の完結編である。 
　本稿は、児童期性的虐待の 17 事例を分析した後、児童虐待防止
の方策を考察する。
　児童虐待防止の要諦は、被害の未然防止であり、関係諸機関の情
報共有と緊密な連携強化である。具体的には、子どもたちを預かる
保育所、幼稚園、学校と保健所及び児童相談所更には警察等の関係
機関は、常に情報を共有し児童の養育環境を見守る必要がある。特
に、児童相談所は、単なる人員確保ではなく専門職を配置し、児童
虐待の「芽」を見分け対応するスキルが要求される。
　Silent Victims の声をキャッチし児童虐待を防止することは、社
会の責務である。
